
（記　安藤）

【参加者】　ＣＬ澤田、小山内ＳＬ、酒井ＳＬ、水江、笹山、八重樫、太田、杉田、宇田、安藤の10名

【天候】　6日は朝方雨上がりの曇天、7日は晴天、姿見駅で6～9℃、風もほぼなく最高の山行日和。

【コースタイム】

6日 8:00 岡志別の森運動公園を出発 7日 6:00 起床

一般道の日高－富良野－美瑛経由で東川へ 8:00 ｹﾋﾞﾝＡ棟出発　

12:40 9:00 ﾛｰﾌﾟｳｪｲ乗車　－9:10 姿見駅降車

＊東川町にある標高456mのｷｼｳｼ山麓で、ｽｷｰ場 9:30 登山開始
　、登山などｱｳﾄﾄﾞｱ、子供施設もあり家族で楽し 10:30 1850m地点でｽｷｰﾃﾞﾎﾟ、ｱｲｾﾞﾝ付登山
　める宿泊施設。 12:30 頂上　－昼食　－　13:00　下山

13:40 1850mﾃﾞﾎﾟ点からｽｷｰ滑走　－　14:05　姿見駅着
　ｹﾋﾞﾝA棟泊 14:40 ﾛｰﾌﾟｳｪｲ駅着

美瑛－富良野－占冠IC－道東高速道経由
18:40 樽前SAで解散

7日　朝から好天、8時 ｹﾋﾞﾝA棟を出発、旭岳ﾛｰﾌﾟｳｪｲに向かう🚙窓からも旭岳が青空に映え山日和間違いなし。

　　　9時 ﾛｰﾌﾟｳｪｲ始発乗車、好天とﾛｰﾋﾟｳｪｲ最終日とありほぼｽｷｰ･ﾎﾞｰﾄﾞの中、ｽﾉｰｼｭｰ・雪見客で満員(外人
　　　多し）、さすが人気ｽﾎﾟｯﾄだけある。　
　　
　    姿見駅は6℃ ほぼ風なしこれから上温の兆し。　目の前に目指す旭岳がﾄﾞぉｰﾝと青空に聳え立つ。
　　　すでに先だった数十名小さくなりなりつつある中、少し硬めの雪を石室目指しす。　地獄谷の煙と硫黄臭を
　　　感じながら夏道を順調に高度を上げる。　1800m位から所々岩が出だし、斜度も徐々に増し滑倒者がポツリ
　　　出だしたので、1850m地点で岩面で雪面が切れたのでスキーをデポする。　アイゼン装着、ポールで夏道の
　　　稜線に沿って登る。　
　　　徐々に斜面がきつくなると足が重くなり斜め歩き、”ヒーヒー”呼吸荒くなるが右側に十勝連峰､トムラウシ、
　　　白雲の山々の絶景で妙薬、後押ししてくれる。　ニセ金庫岩を目前にボツボツと下山者と出くわす、もう少し
　　　頑張り所。
　　　ニセ金庫岩を過ぎると頂きが見えるが近しにあらず、お嬢様方は先に恐ろしべ耐力に感服。
　　　12時30分　全員が頂に立つ。　360℃の大パノラマ待っていた。　　鮮明に表大雪、北大雪、暑寒の山々
　　　が一望。先にも後にもこれだけのゼブラ色の絶景みられるだろうか（この時期の旭岳は初めてであるにか
　　　かわらず・・・）、感動ものである。　頂上で昼食をとるがこの眺望は何より贅沢なご馳走である。

　　　13時 パノラマを惜しみつつ下山。
　　　ﾃﾞﾎﾟ地点から待望の旭岳斜面を石室を左迂回するように目指すﾚｯﾂＧｏ－。

　　　Ｓ👴さんの所々ﾎﾟｲﾝﾄでの待ち、滑走方向を確認しながの配慮で安心してシャーベット状の雪面を気持ちよく

　　　滑れ、姿見駅で一息。　あとはﾛｰﾌﾟｳｪｲ下をAｺｰｽ～Ｃｺｰｽ回りで、いよいよラストラン⛷。　ｺｰｽは整地され滑

　　　りやすい、所々休みながら今ｼｰｽﾞﾝのｽｷｰ納めと思いながら滑る。
　　　14時40分　旭岳温泉駅到着。　全員無事に滑り終え、"gu-tatti”で完走を労う。　
　　　気持ちよく滑らしてくれた旭岳に感謝、”ありがとう”　。　来シーズンはもう少し積雪に来たくなりました。
　　　帰路は車窓から左に登った旭岳、大雪山、十勝連峰、富良野岳を右に芦別岳、夕張岳の山々を観能でき、
　　　最高、満足！！。

大雪山旭岳（2290.9m）　　山スキー

2023年5月6日～7日（日）
「旭岳温泉ロープウェイ～姿見駅　～　頂上」ルートを山スキーでの山行

東川ｷﾄｳｼ森林公園 家族旅行村ｷｬﾝﾌﾟ場

6日　ｷﾄｳｼ森林公園着後ﾁｪｯｸｲﾝ迄の間、2班に分かれ
　　　①ｽｷｰ組(4名)　旭岳温泉駅に40分移動、ﾛｰﾌﾟｳｪｲ10分で姿見駅、気温5℃で寒くないが瓦斯って展望悪し。
　　　　偵察と体慣らしでDｺｰｽ×、Aｺｰｽ～Cｺｰｽを滑る。Ａｺｰｽは思いのほか急斜面で最初は慎重に、Cｺｰｽ後半
　　　　は緩やか斜面でほぼｱﾌﾟﾛｰﾁ滑りであるが、自分は旭岳は初心すべりを1本楽しむ。
　　　②散策組(6名)　森林公園から岐登牛山展望閣の散策、エゾエンゴサク、カタクリ、大花のエンレイソウ咲きを
　　　　観ながら岐登牛山の頂上まで登る、やはり瓦斯で展望悪し、下山時にｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸ採り朝食のﾄｯﾋﾟﾝｸﾞと
　　　　なる。　＊岐登牛山とはｱｲﾇ語でｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸが群生する場所の意味でした。
　　　ケビンＡ棟は、手ぶらで行っても炊事電気品、布団、風呂あり、特に飲料水は天然ﾐﾈﾗﾙ水でおいしかった。



【旭岳　スキーコース】

　　最後に旭岳ｽｷｰは初めてであり、今ｼｰｽﾞﾝは冬山登りが少なかったので不安も有りましたが、皆の登る姿に
　　後押しされ登頂出来ました。
　　参画されたCL、登山の源となるテーブル一杯に献立(料理）された、往復700ｋｍ超えに渡り運転された方々に
　　感謝、感謝です。

1850点ｽｷｰﾃﾞﾎﾟ

旭岳ﾛｰﾌﾟｳｪｲ姿見駅下車、好天

先ずは石室を目指し、いざ出 1800m過ぎ、雪面も固く滑倒がポッツラ。

1850m点でｽｷｰﾃﾞﾎﾟ、ｱｲｾﾞﾝ仕度 👞ｱｲｾﾞﾝ装着・ﾎﾟｰﾙで、金庫岩を目指す。どうだい！俺私のｱｲｾﾞﾝは。

ｹﾋﾞﾝＡ棟すずらん１５ おはよう。 まだ元気な所で１枚パシャリ！

石室超え1700m点 まだまだ快調。



2100m点傾斜増し、離れちゃった！ﾌｰ👴さん、岩のｴﾋﾞのｼｯﾎﾟ冷たく😋です。

旭岳(2290.9m)頂上 全員登頂 ＼(^_^)／。

頂上で昼食 大雪山系がご馳

足取り軽く、元気に下山です。

1850m点から待望のｽｷｰ滑降。 雪面はシャーベット、姿見駅を目指しGOー。 姿見駅からＢコース廻り。

Ｃコースのﾄﾗﾊﾞｰｽ林間を滑走です。 Ｃコース林間傾斜面を滑り終えイェーイ‼ 無事に滑り終え、お疲れさん!!

ラストＯさジン 参上。

美笛からの展望 右から大雪山、十勝連峰、富良野の


